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（昭和弱年6月 1日現在）住民基本台帳から 

、
 

、
 

「ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

」
開
き
 

市
庁
舎
裏

の
岩
木

川
原
で
 

「あ
つ
、
く
ぐ
っ
た
、
 

の
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
行
わ
 

く
ぐ
っ
た
」
 

れ
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
の
体
力
づ
く
り
を

目
指
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
開

き
が
六
月
十
八
日
、
市
庁
舎
裏

の
岩
木
川
原
で
お

よ
そ
六
十
人
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会

長
の
今
嘉
四
郎
さ
ん
が
あ

い
さ

つ
を
し
た
あ
と
、
高
橋
助
役
、
 

三
上
市
福
祉
事
務
所
長
が
お
祝
 
 

い
の
言
葉
を
述
べ
、
同
市
老
連

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
会
長
の
伊

藤

徳
一
さ
ん
が
「
体
力
の
向
上
と

健
康
づ
く
り
に
努
め
、
社
会
に

役
立
ち
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
 

高
橋
助
役
が
始
球
式
を
し
た

あ
と
、
お
年
寄
り
た
ち
は
さ
つ

そ
く
割
り
当
て
ら
れ
た
コ
ー
ト
 
 

に
分
か
れ
、
ボ
ー
ル
の
打
ち
方

か
ら
ル
ー
ル
の
進
め
方
な
ど
熱

心
に
指
導
を
受
け
、
ボ
ー
ル
の

ゲ
ー
ト
く
ぐ
り
に
挑
戦
し
て
い
 

ま
し
た
。
 

（関
連
記
事
五
面
）
 

男 	25,563人 

女 	27,191人 

市 の 人 口 

52,754人 

①
 



鷲移動・巡回相談所 

7月は次の日程で開設します。 

ご利用下さい。 

ロとき 7月 9日（水）'7月23日（水） 

午前10時から午後 2時30分まで 

ロところ 市中央公民館 

青森県交通事故相談所 

市・市民相談室 

県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
、
五
月
か
ら

大
幅
に
増
加
し
六
月
二
十
日
現
在
で
、
前
年
同
期
よ

り
二
人
多
い
五
十
八
人
と
な
り
、
今
年
の
交
通
事
故

死
者
抑
止
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
 

当
市
で
も
、
交
通
事
故
死
“
ゼ
ロ
《
二
百
日
達
成
 

直
前
の
百
九
十
九
日
目
に
当
る
六
月
六
日
に
、
二
十
 

四
歳
の
若
者
の
飲
酒

・
暴
走
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
 

を
初
め
と
し
、
十
八
日
に
も
二
十
歳
の
若
者
に
よ
る

暴
走
運
転
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
 

六
月
二
十
日
現
在
五
所
川
原
警
察
署
管
内
の

交
通
事
故
は
、
前
年
同
期
よ
り
発
生
件
数
で

二
十
七
件
多
い
百
八
十
一
件
、
傷
者
数
で
一
一

十
九
人
多
い
二
百
三
十
二
人
、
死
亡
者
数
で
 

t 第 3 種郵便物認可） 

二
人
多
い
四
人
と
な
っ
て
憂
慮
す
べ
き
事
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
さ
る
六
月
二
十
八
日
 

「五
所
川
原
市
交
通
事
故
防
止
緊
急
対
策
本
 

で
 部」

を
設
置
し
、
直
ち
に
“
交
通
事
故
防
止

非
常
事
態
宣
言
）
を
行
い
、
こ
の
厳
し
い
事
 

ま

態
に
対
処
す
る
た
め
関
係
機
関
、
団
体
等
と

一
体
と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
に
全
力
を
傾

け
る
決
意
で
す
。
 

3
1
 こ
れ
ま
で
に
発
生
した
交
通
死亡
事
故
の
 

特
徴
は
 

一
 
飲
酒
運
転
に
よ
る
も
の
が
最
も
激
増
し
 

【
ノ
 

て
い
る
 

、
り
二
 
幼

児
．
老
人
等
交
通
弱
者
の
犠
牲
が
多
い
 (

  
一
 

月 から 7月31日 

「
勤
労
青
少
年
の
日

」
 

記
念
パ

ー
テ
ィ

ー
 

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
で

は
、
勤
労
青

少
年
福
祉

法
制

定
十

周
年
を

記
念

し
、
次
の
日
程
で
記
念
パ

ー
テ
ィ

ー
 

を
開
き
ま
す
。
 

働
く
青
少

年
の

皆
さ
ん
、

ふ
る
っ

て
ご
参
加
下

さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七

月
十
九

日
（
土

）
午
後
六

時
か

ら
九
時

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

ロ
会
費
 
千

円
 

に
申
込
み
締
切
り
 
七

H
十
七

日
ま
で

に
勤
労
青
少

年
ホ
ー

ム
（
費
④
三
六
〇
二

番
）

へ
お
申
し
込
み
下

さ
 



一
 

一
十
四歳
以
下
の
若
年
ド

ラ
イ
バ

ー
に

よ
る
も
の
が
半
数
を
占
め
て
い
る
 

原
付
を
含
む
二
輪
車
運
転
中
の
死
亡
者

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
 

女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
死
亡
事
故
が

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
 

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
十
分
に
受

け
止
め
、
二
度
と
交
通
事
故

の
犠
牲
者
が
出
な
い
よ

う
、
 
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
 

自
分
の
家
族
か
ら
は
交
通
違
反
者
や
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
運
動
を
展
開
し
、
交
通
事
故
の
撲
滅
に
ご
協
力

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き
 

J
 

ロ
行
先
 

ム
云
 

ョ
、
ェ
・
 

る
 

一
 
 
ー
 

,J？
 
千
り
 

を
 
一
服
装
 

七
月
二
十
目
（
H
」
 

八
甲
田
ロ
ー
フ
ウ
丁
イ
、
大
岳
力
面
 

大
人
二
千
h
百
円
、
中
学
生
以
ド
ー
 

長
袖
ン
ャ

ソ
、
長
ズ
ボ
ン
、
底
の
厚
 

い
ノ
、
ノク
靴
、
登
山
靴
 

ロ
集
合
 
当
日
午
前
六
時
」
十
分
ま
で
市
民
文
 

化
会
館
前
、
帰
着
午
後
六
時
二
十
分
の
r
定
 

ロ
申
込
み
先
 
市

内
水

野
尾

小
田
桐
美
喜

雄
 

（
廿
s
‘
一
六
ニヒ
番
｝
 
（電
話
の
お
申
し
込
み
は
、
 

午
後
七
時
以
降
に
お
願

い
し
ま
十
。）
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
七

月
十
H

（木

一
 

持
ち
物
な
ど
、
詳
し
く
は
、
中
し
込
み
先
へ
お
 

問
い
合
わ
廿
ド
さ
い
 

E
催
 
五
所
川
原
山
の
会
 

然
 

一
  の

 
田
 

甲
 

・

、
 

ー
  回

 

【h
J
 

第
 

6月28日 
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国
土
庁
が
当
市
を
 

、lー
防
ご
う
非
行
、
助
け
よ
う
立
ち
直
り
 

社会を明るくする運動 

当
市
は
、
こ
の
ほ
ど
国
土
庁

か
ら
農
村
総
合
整
備
計
画
作
成

の
市
町
村
と
し
て
選
定
を
受
け
 

ま
し
た
。
 

こ
の
計
画
は
、
国
土
の
均
衡

あ
る
発
展
と
地
域
住
民
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
、
都
市
に

比
べ
て
お
く
れ
て
い
る
農
村
の

整
備
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
農
村
の
総
合

的
 

な
整
備
の
構
想
を
明
ら
か
に
し
、
 

同
時
に
農
村
の
総
合
的
、
計
画
 

的
な
整
備
の
推
進
に
資
す
る
も
 

の
で
す
。
 

こ
の
計
画
を
作
成
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
十
分
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、

ア
ン
ケ
ー
 

ト
調
査
、
集
落
懇
談
会
等
を
実

施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
際
に
は
本
計
画
に
対
す
 
 

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

こ
の
計
画
策
定
後
は
、
農
業

生
産
の
基
盤
整
備
、
集
落
排
水

施
設
整
備
、
農
産
廃
棄
物
の
処

理
施
設
な
ど

の
農
村
総
合
整
備
 

モ
デ
ル
事
業

（平
均
事
業
費
約

十
五
億
円
）
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。
 

今
年
も
七
月
一
日

か
ら
ー
カ
月
間
、
犯

罪
の
防
止
と
、
罪
を

犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
を
目
指
し
、
犯
罪

の
な
い
明
る
い
社
会

を

築

こ
う
と
す
る
 

「社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
全
国
い

っ
せ
い
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
 

本
年
度
の
重
点
目

標
は
、
 
「青
少
年
の

非
行
防
止
と
更
生
の
 
 

促
進
」
 
で
、全
国
の
統
一
標
語

は
、
 
「防
ご
う
非
行
、
助
け
よ

う
立
ち
直
り
」
で
す
。
 

当
市
で
は
、
五
所
川
原
地
区

保
護
司
会
、
B
B
s
会
、
更
生

保
護
婦
人
会
、
市
及
び
関
係
各

団
体
等
の
後
援
で
、
次
の
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
市
内
バ
レ
ー
ド
の
実
施

と
き
 
七
月
八
日
、
午
前

九
時
三
十
分
集
合

・
十
時
出

発
・
市
内
一
巡
 

集
合
場
所
 
市
庁
舎

前

・

お
祭
り
広
場
 

ロ
座
談
会
の
開
催
 

と
き
 
七
月
二
十
五
日
 

（
金
）
午
後
七
時
か
ら
 

場
所
 
鎌
谷

町
集
会
所
 

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
 

を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
 

地
域
住
民
全
体
の
協
力
・
支
援

が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を

希
望
し
ま
す
。
 

◇
 
◇
 

◇
 

◇
 

驚
整

備
事
業
に

指

定
 



コ
無
料
は

が
き
を
お
届
け
 

」
 
新

住
居
表
示
の
実
 

善意の寄贈続々 
くるみ園に 

昭和55年（1980年）7月I日（474号） ④ 

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

（
五
所川
原
郵
便
局
）
 

へ
 

施
に
伴
い
七
月
十
五

方
 

日
か
ら
市
内
新
宮
岡

の
 

田
、
長
橋
橋
元
、
同

区
 

広
野
、
幾
世
森
及
び

地
 
中

平
井
町
の
一
部
が

葉
 
若

葉
と
改
称
さ
れ
ま

若
 
す
。
 こ

の
た
め
、
O
七
 

月
十
五
日
か
ら
若
葉

地
区
あ
て
の
郵
便
物
の
住
所
は

新
町
名
で
記
載
し
て
お
出
し
下

さ
い
。
 

O
郵
政
省
で
は
新
住
居
表
示
 

(6月 1 日付） 

青森県知事から委嘱されま した。 

（任期は、昭和57年 3月31日まで） 

一
」
 
▽
市
内
下
平

引
 

井
町
、
工
藤
正

々
 
」
刃
 
美
さ
ん
は
四
月

士
冗
 る
 
一
一
十
一
日
、じ

的
印
 
く
 
ゃ
が
芋
八
キ
ロ
竺
 

田

r
 

を
寄
贈
。
 

皇
ロ
 

▽
天
理
教
五
 

の
 

所
川
原
支
部
 

猿
 
熱
讐
操
 

「コ
ー
 

人
）
は
五
月
十

一
日
、園
内
外

の
草
取
り
や
清
掃
奉
仕
。
 

▽
津
軽
海
上
ク
ラ
ブ
（佐
藤
 

正
三
会
長
）
は
六
月
十
六
日
、
 

ア
ブ
ラ
メ
、
メ
バ
ル
、
カ
レ
イ
 

等
の
魚
十
五
キロ
竺
を寄
贈
。
 

社会環境の浄化・青少年の非行・事故防止活動、 
その他青少年問題の相談にあたります。 
※市民総ぐるみで青少年の非行・事故をなくしまし 

よつ o 
※地域総ぐるみで社会環境づくりに努めましよう。 

広報ごしょがわら （第 3種郵便物認可） 

第

一
 中
 
学
 
校
 
区
 

氏 	名 住 	所 電 話 

前田 っな 大字漆川字鍋懸116 5 -3370 

小田桐 教 字下平井町93 5-4814 

新井 達郎 大字唐笠柳字皆瀬9 4 -2537 

平山 テル 字川端町92 5 -5219 

磯野 房技 字敷島町20-17 4 -2798 

秋田谷茂男 字雛田165- 13 5 -6816 

藤森 健悦 字田町114- 6 5 -2403 

小野 国子 字幾世森92-10 5 -4088 

岩木川祐造 字柏原町 5一6565 

後藤 	正 字一ッ谷114- 16 5-2515 

船水 準次 字錦町1 5 -2866 

推
進
に
協
力
し
て
お
り
、
当
郵

便
局
で
も
新
町
名
を
友
人
、
知

人
並
び
に
取
引
先
等
に
お
知
ら

せ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
無
料

は
が
き
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
 

（詳
し
く
は
、
市
か
ら
ご
説
明

の
と
お
り
で
す
。）
 

新
住
居
表
示
が
早
く
定
着
す

る
た
め
に
、
相
手
方
に
住
所
が
 

「七
月
十
五
日
か
ら
若
葉
〇
丁

目
〇
ー
）
」
 
に改
称
さ
れ
る
旨
 

「嫁
っ

こ
は
い
ね
が

」
 

好
調
、

市
内
口

ケ
 

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
 

お
年

玉
の
引
換
え
は

］
 

一
 

お
早
め
に
」
 

N
H
K東
北
本
部
が
制
作
す

る
銀
河
テ
レ
ビ
小
説
「
嫁
っ
こ

は
い
ね
が
」
 
の
ロ
ケ
が
、六
月

十
九
、
二
十
の
両
日
市
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

ド
ラ
マ
は
、
北
海
道
の
若
者

が
津
軽
に
渡
っ
て
嫁
っ
こ
さ
が

し
の
旅
を
す
る
と
い
う
内
容
で
、
 

主
演
の
中
村
雅
俊
の
ほ
か
伴
淳

三
郎
、
池
上
季
実
子
ら
が
長
橋

の
児
童
館
や
雑
貨
店
等
を
舞
台

に
ロ
ケ
を
し
ま
し
た
。
 

放
送
は
、九
月
二
十
九
日
（月
）
 

か
ら
十
月
十
日

（
金）
ま
で
の

二
週
間
の
予
定
で
す
。
 

ご
期
待
下
さ
い
。
 

青森県警察本部防犯部 

〇盗んだ商品を安易に買い取らせると、罪の意識

を弱め非行を助長させる恐れがあるのでやめま

しょう。 

つけから 
と
し
 

は
声
の
 

止
一
庭
 

昭
和
五
十
五
年
年
賀
は
が
き

の
お
年
玉
引
換
え
は
、
七
月
一
一

十
一
日
ま
で
で
す
。
 

お
早
め
に
お
引
換
え
下
さ
い
。
 

（
五
所川
原
郵
便
局
）
 

善
意
銀
行
預

託
者
 

（
六月
分
）
 

▽
福
士
孝
一
 
（岩
木
町
）
ホ
 

ー
ル
用
大
型
扇
風
器
一
台
▽
楠

美
達
夫
・
ァ
イ
（
高
野
）
さ
つ

き
百
二
十
本
▽
松
島
町
仲
よ
き

会

（
会
長伊
藤
ョ
キ
外
六
人
）
 

五
万
円
、
洋
ガ
サ
五
十
本
 

（
敬
称略
）
 



少年の非行防 

愛の 

ーコI口七 L 	 家 万引防止 

万引は 「遊び型非行」の典型的なものです。 

これが次第にエスカレートして、重大な犯罪

につながる恐れがあります。 

〇子供の服装、所持品に気を配り、下審な持ち物

については十分注意しましょう。 

〇どんな小さな万引でも少年の親と話し合い、二

度としないように注意しましょう。 

〇店の経営者は、売場の構造・設備・商品の陳列

方法の改善に努めましょう。 

〇店内のパトロールの際、グループによる不審な

少年には、愛の一声をかけ万引を思いとどまら

せましょう。 

ご
利
用
下
さ
い
 

・

ー
し
 

お
年
寺
り
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
 
ノ
振
興
の
．
環
と
ー
）
 

て
、
市
り
舎
裏
の
岩
木
川
原
に
ゲ
 
ト
ポ
ー
ル
場
が
開
設
さ

れ
ま
ー
〕
た
 

）
〕
利
用
トさ
い
。
 

開
設
さ
ー
ー
 
ト

ポ
ー
ル
場
ぱ
、
た
一
、
・
ょこ
了
．
ト
 

麟
ヌ
十
h
 

ト
四
面
で
、
芝
生
張
り
 

緯
 

ロ
開
設
期
問
 
六
月
十
八
日
か
ら
十
l
H

一
ー
H
ま
で
 

口
利
用
方
法
 
ー
人
前
後
で
お
い
で
に
な
れ
ば
、
用
具
の
 

日り
 
ノ
 
を
お

知
ら
せ
し
ま
ょ
 

お
間
合
わ
せ
先
 
市
教
育
委
員
会

・
保
健
体
育
課
 

費
5
 

」
 
番

・
内
線
‘
五
つ
番
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昭
和
五
十

五
年
 

厚
生

省
援
護

局
 

し
ま
す
。
 

ロ
募
集
要
項
 

1
 
年
齢
二
十
歳
以
上
六
十
 

歳
未
満
の
男
女
 

2
 
調
査
期
間
中
、
調
査
活

動
に
専
念
で
き
る
方
 

3
 
調
査
に
お
け
る
秘
密
の

厳
守
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

つ
い
て
信
頼
の
で
き
る
方
 

4
 
選
挙
及
び
徴
税
に
直
接

関
係
の
な
い
方
 

5
 
旧
市
内
及
び
松
島
、
新
 
 

宮
、
広
田
の
各
団
地
に
居
住
し

て
い
る
方
 

ロ
調
査
方
法
の
あ
ら
ま
し
 

o
九
月
二
十
四
ー
三
十
日

・
・
・

受
持
調
査
区
内
の
全
世
帯
に
調

査
票
を
配
布
し
、
記
入
を
お
願
 

い
す
る
。
 

r
ン
【！
」
、」
『三
 

〇
十
月
一
 

《
‘，
【
一
 
日

‘
、
五
日‘
・・
 

各
世
帯
か
ら

記
入
済
調
査
票
を
収
集
し
マ
ー
 

ク
の
転
記
を
す
る
。
 

ロ
受
持
調
査
世
帯
数
 
五
十
 

ー
七
十
世
帯
 

ロ
調
査
事
項
 

O
世
帯
員
に
関
す
る
事
項

・
・
・

…
氏
名
、
世
帯
主
と
の
続
き
柄
、
 

就
業
状
態
、
仕
事
の
種
類
等
＋
 

か
つ
て
陸
海
軍
の
病
院
な
ど

に
所
属
し
、
陸
海
軍
看
護
婦
と

し
て
勤
務
さ
れ
た
方
々
に
つ
い

て
勤
務
さ
れ
て
い
た
間
の
職
歴

な
ど
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
 

し
ま
す
。
 

ロ
調
査
の
対
象
者
 
か
つ
て

陸
海
軍
看
護
婦
（
看
護
婦
長
、
 

看
護
婦
生
徒
を
含
み
ま
す
。）
と

し
て
陸
海
軍
の
病
院
な
ど
に
勤

務
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
々
の
 

J
！
、

J

、

、
J
l
‘
】
‘
，)I
、
・》
、
I
》‘
、
，
J
'
 

五
項
目
 

〇
世
帯
に
関
す
る
事
項
 

世
帯
の
種
類
、
住
居
の
種
類
、
 

居
住
室
の
数
及
び
畳
数
等
七
項
 

［目
 ロ

締
切
り
 
七
月
十
五
日
午

後
」
蒔
 

ロ
お
申
込
み
先
 
市
総
務
課

企
画
室
 

ロ
手
当
 
調
査
員
手
当
三
万

円
（
税
込
み
）
 

詳
細
は
、
市
総
務
課
企
画
室
 

（廿
⑤
二
一

一
一
番

・
内
線
三

一
八
・
三
一
九
番
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

◇
 

◇
 

す
べ
て
を
対
象
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
救
護

看
護
婦
と
し
て
の
勤
務
期
間
だ

け
で
あ
っ
た
方
及
び
す
で
に
死

亡
さ
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。
 

ロ
調
査
事
項
 
旧
陸
海
軍
看

護
婦
と
し
て
勤
務
し
で
い
た
間

の
職
歴
、
個
人
で
持
っ
て
お
ら

れ
る
在
職
に
関
す
る
資
料

・
看

護
婦
免
許
の
こ
と
な
ど
で
す
。
 

ロ
調
査
の
方
法
 
調
査
の
対

象
と
な
る
方
々
に
、
 「旧
陸
海

軍
看
護
婦
実
態
調
査
票
」
を
配

付
し
て
、
こ
れ
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

こ
の
調
査
票
は
、
県
障
害
福

祉
課
や
市
・
市
民
課
に
用
意
し
 

て
あ
り
ま
す
。
 

ロ
調
査
期

間
 
六
月
か

ら
八
月
ま
で

の
三
カ
月
間

ロ
ご
照
会
 
詳
し
い
こ
と
は
、
 

県
障
害
福
祉
課
援
護
班
（
廿
〇
 

一
七
七
⑩
一
一

一
】
番
・
内
線
 

二
二
九
七
番
）
へ
ご
照
会
下
さ
 

い
。
 

国
勢
調
査
が
、
昭
和
五
十
五

年
＋
月
一
日
現
在
で
全
国
い
っ

せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

調
査
員
を
下
記
の
要
項
で
募
集
 

織
一一一
 

に
な
り
ま
 

し
た
。
 

ご
協
力
 

を
お
願
い
 

   

旧
陸
海
軍
看
護
婦
の
 

実
態
調
査
を
実
施
 

   



つ
反
・

E
c
G
接
穫
ー
ー
」
 

rー
 

生
後

六
カ
月
か

ら
茜

円
歳

ま
で
 

お
子
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
接
種
を
受
け
さ
せ
て
下

さ
い
。
 

■

対
象
乳
幼
児
 
生
後
六
カ
月
か
ら
満
四
歳
ま
で
0
 （た
だ
し
、
 

い
ま
ま
で
B
c
G
の
接
種
を
受
け
た
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
o)
 

■

母
子
健
康
手
帳
 
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

．
料
 

金
 
無
料
で
す
。
 

■

受
付
時
問
 

い
ず
れ
も
午
後
一
時

か
ら
二
時
ま
で
 

■

接
種
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

地
区
別
の
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
o
 

地 区 名 ッべルクリン B C G 

五 小 学 区 

小 曲 地 区 
7月 8日 7月10日 

長 橋 ・ 栄

三好・みどり町 
7月14日 7月16日 

七和・中川 

梅沢・飯詰 
7月16日 7月18日 

毘 沙 門 

松 島 地 区 

松 島 団 地 

7月21日 7月23日 

南 小 学 区 7月29日 7月31日 

?
1
ま
（ぐ
 

一
γ
剃
ル
＼
し

ま
ー
 

ロ
と
き
 

お
気

軽
に
お

い
で
ト

さ
い
 

⑥
 
総
登

健
康
 

L
月
十
八
H
 
金

）
午
前
九
時
ニ
ト
分
か
ら
 

「移
動
保
健
所

」
開
設
 

お
気
軽

に
ど

う
そ
 

h
所
川
原
保
健
所
一

、に
、
次
の
目
程
で
 
移

動
保
健
所
」
 

，
ま
，
」
二
「篇
⑨
衛
生
検
査
（
検
尿
、
血
液
型
、
血
色
素
）
、
 

④
舞
策
養
指
導
蕎
飯
語
支
所

の
み
二

（
⑤
 
水質
検
査
、
 

ロ
と
こ
ろ
 
飯
詰
支
町
 

ロ
と
き
 

L
目
 
ー
八

H
 
目
 
1
前
九
時
．
十
分
か
 

ら
一
弁
ま
一

、
 

灘
麟

麟
m

与
識
m
墜
 

時

ま
で
、

と
も

に
五

所
川
原
 

移

動

採
血
車
「

青

い
烏
号

」
 

街
頭
献
血

を

「
白
いま
す
 

ご

協
力
ド

さ
い
。
 

F
と
き

・
と
こ

ろ
 

驚 

中
央
病
院
前
 

0
L月
ト

・八
目

（
金
」
 

が
次
の
目
 

讐 

分

か

ら
正

午

ま
で
、

午
後
一

時
二

十
分
か

ら
．
 

1
前
十
時
三
十
 

＠
七

H
ト

七

H

（
木
〕
〇
午
前
十

時
三
十

分
 

か

ら
正
午

ま
（
、

九

所
川

原
保

健

所
前
 

〇
午

後
 

時
二

十

分
か

ら
二

時

ま
で
、

酉

北
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結核検診を受けて下さい 
ロ対 象 16歳以上の一般市民 	口料 金 無料です。 

レントゲン撮影は、着物を着たままでできますが、金具（ネック

レス等）は外して下さい。配布の受診票にご記入のうえ都合のよい

場所で受診して下さい。 新市内の地区では、血圧測定も行います。 

地 	区 	名 実施月日 場 	所 時 	間 

代
  

戸
田
田
山
山

川
畑
田
 

悪
宮

川
金
金

漆
吹
米
 

高橋佐左エ門宅前 9: 30- 9 : 50 
渋 谷 六 郎 宅 前 10: 00-10 : 20 
工藤甚一郎宅前 10 : 30-b0 : 50 

8 月 18日 
金 山 児 童 館 前 
老人ホーム・青山荘 

ii: oo~ib : 20 
ii: 30-12 : 00 

関 原 商 店 前 13 : 20-13 : 40 
松 島 支 所 前 13 : 50-14 :10 
安 田 俊 夫宅 前 14 : 20-14 : 40 

湊 倉内貨物営業所前 9 : 30- 9 : 50 
湊 団 地 一 八 重 菊 湊団地集会所前 10: 00-10: 30 
鎌 谷 町 ・ 鳥 	森 木 村重 治宅 前 10 : 40-il :10 
- 大 和 山 道 場 前 ii: 2o~ii: 40 
田 	園 	調 	布 8 月19日 前 田 商 店 前 ii: 50-12 :10 
松島町 1丁目・ 2 丁目 木村 昂悦宅 前 13 :10-13 : 30 
松島町 7 丁目・ 8 丁目 菊地理 容 所 前 13 : 40-14 :10 

松島町 4 J_目・5 丁目・6 丁目 毛 内 商 店 前 14 : 20-14 : 50 
松 島 町 3 丁 目 団地管理事務所前 15 : 00-15 : 20 

本
笠
野
 

岡
柳
柳
尾

析
田
田

泉
 

石
 
唐
水

富
梅
梅
中
 

寺 田 	勇 宅 前 9 : 30- 9 : 50 
寺 田 文 雄 宅 前 10: 00-10 : 20 
小山内光春宅前 10: 30-10: 50 

8 月 20日 
水野尾集会所前 
太 田 寛 蔵 宅 前 
成 田 理 容 所 前 

ii: 00-li : 20 
11: 30-li: 50 
13:00-13:20 

梅 沢 支 所 前 13 : 30-13 : 50 
中 泉 集 会所 前 14 : 00一-14 : 30 

成
元

里
里
山

木
沢

坂
山

岡
 

豊
俵
野
野

神
松
戸

石
若

福
 

野
 

田
 

エ藤友衛宅前 一 

 俵 元 公 民館 前 一 

 野 里 公 民館 前 一 

 長 橋 支 所 前 一 

 

8 月21日 
成 田 直正 宅 前 
長 尾 商 店 前 
斎 藤 精 米所 前 

9

00
11

334

45 

9

0011

33

445 

300030003000
30
00
30
00 

502050205020
50
20
50
20 

1111

11
11
1 

1l

llll

ll1 

一 

一 一 

石田坂公民館前 一 

 若 山 公 民館 前 『 

 一 佐 々 木商 店 前 

隆
 
朝
 

興
飯
飯
飯
飯
飯

飯
飯
 

日
詰
詰
詰
詰
詰
詰
詰
 
 

1 
婦 人 ホ ー ム 前 一 

 秋 元 商 店 前 9

00l 

一 

 和 島 三 蔵宅 前 一 

 

8 月 22日 
飯 詰 支 所 前 
新 岡 兵 三 宅 前 
下岩崎集会所前 

900
11

33
4 

5020503000
30
00
30 

3000300040
10
40
10 

111

111

1 

一 一 

一 

●
2
344 増 田 新 吉宅 前 一 

 野 宮 義 造 宅 前 一 

街頭献血のこ案内 
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上
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ー
メ
！
 
メ
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S 書 名 

日本植民地史 

東奥日報社 

青森県の姿 54 

県企画部統計課 

車力村展風山植物誌 

西郡教育研究会 

再資源化事業の動向 

永野 重雄 

わたしひとりの親鷺 

古田 武彦 

石油戦争 

現代天文百科 

サイモン・ミ ノ ト ン 

原色和漢薬図鑑 

難波 恒雄 

人間は何をつくってきたか 

日本放送出版協会 

津軽地方の血液型 

松木 明 

八戸市史（史料編） 

八戸市史編さん委員会 

私たちの県政相談 

広報県民課 

; 

の
受
給
は
で
き
ま
す
 

山岡 荘八 

『一
熱
、f
f鷺
黙
湖

M
ぬ
鍬
づ三

1
1
 ,

 
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ー
フ
 

フ
五
万
円
、
昭
和
五
十
五
年
除
 

厄
祈
願
祭
実
行
委
員
会
二
万
五
 

千
円
 、 、

・v
 

現

金

寄
付
者
 

'I 

／ー、、、 

図

書

寄
贈
者
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． 一 ’ ・ 

. 
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ーーこ ， 

敬
称
略
 

aI 

、ー・／ 

印
）
を
持
参
し

て
、
七
月
三
十
 

一
日
ま
で
に
、
市
の
国
民
年
金
 

係
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
方
は
 

そ
の
後
の
生
活
に
余

裕
が
で
き
 

た
と
き
に
、
十
年
以
内
ま
で
、
 

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
そ
の
当
時

の
 

~～、 

金
額
で
保
険
料
 

を
納
め
ら
れ

ま
 

年度 
1 年分 
の 

保険料 

45 
年度 

4,950 
円 

46 ,400 5 

47 6 ,300 

48 ,650 7 

49 11 ,400 

50 13,200 

51 16 ,800 

26 ,400 52 

53 32 ,760 

54 39,600 

、 
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円
で
す
。
詳
し

い
こ
と
は
、
 

す
じ
 

次
の
表
は
、
四
十
五
年
度
か
 

ら
の
免
除
さ
れ
た
、
そ
の
年
度
 

の
保
険
料
で
す
。
 

例
え
ば
、
四
十
六
年
度
の
保
 

険
料
は
ー
カ
年
分
で
五
千
四
百
 

‘ ~~ ， 

・

国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
下
 

・ 
．・ ’・ ．’ ’ ・ ’ 

.  ,  ，●・ “ ' 
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漸鷲慧鳳舞 
著者名 

毎日新聞社 

落合 信彦 

一
一
 饗

 

天平の蔓 

そ の 他 

書 名 

青森県政治史 3 

江
渡
哲
哉
（
旭
町
）
、
神
野
 

高
行

（下
平
井
町
）
、
木
村
正
 

友

（
平和
町
）
、
大
沢
良
信
（
蓮
 

沼
）
、
飛
島
の
ぶ

（
大
町
）
 

市立図書館 
著者名 

佐々木隆三 

井上 靖 

失
業
し
た
り
、
収
入
が
少
な
か
 

っ
た
り
し
て
、
毎
日
の
生
活
が
 

苦
し

い
と
か
、
生
活
保
護
を
受
 

け
て
い
る
な
ど
で
、
保
険
料
を
 

納
め
た
く
て
も
、
納
め
ら
れ
な
 

い
人
が

い
ま
す
O
 

ま
放
置
し
な
い
で
、
印
鑑

（
認
 

.1*1.1* 
a 's - a. ,

‘. 

S . ,. , . I 

金 i立． 

I I +It' 

が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
 

と
う
し
て
も
、
納
め
る
こ

と
 

、16 

て
あ
っ
て
も
、
納
付
の
 
分
の
 

っ
て
、
そ
の
期
間

（
そ
の
年
度
 

分
）
の
保
険
料
を
免

除
す
る
制
 

度
を
設
け
て
い
ま
す
o
 （免
除
 

り
ま
す
。
 

年
金
に
加
入
し
て
い
て
も
 

'S 

、 
~ 
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・
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保
険
料
を
免
除
 

す
る
制
度
が
あ
 

保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
利
用
下
さ
 

ら
強
制
加
入
で
す

o
人
間
一
生
 

の
う
ち
に
、
よ
い
時
も
あ
れ
ば
 

悪
い
時
も
あ
る
も
の
で

す
。
そ
 

の
た
め
に
、
国
民
年
金

に
は
、
 

の
で
、
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
 

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
 

納
に
な
り
、将
来
、
年
金
を
受
け
 

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
滞
 

こ
れ
ら
の
方
々
は
．、
保
険
料
 

‘
，
 

‘
，
 

S
I 

‘
，
 

乳幼児の健康診査 
ら
・
「
”
”
・
】
・

】
・
苫・
ママ
．・
，・
．・
・、
 

.a 

	a. - a. a
．’一 

a a a , a. a. a. a,% a a a．、 
a a. . . . . . . , . . . . . . . . . .a . . . . . . . . . . . . . . . a a a - - - - - - - - - - - - - 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 
体 

‘
・
・‘
．
」
．
山
（
、
『

，
‘
 
，
 一

 
，
 

 
)
,
 
,
 

ノ、 白 ます〇該当する赤ちゃんには、受診させるように 「
 

居
揮
？
」”
”
v
v×
古
・
亀
 

主
催
 

後
援
 

ら 開 精 	合 

書一，i嶋」ミ」――舞肇」「ー「―棄I喜書一‘」書一―り難籍 a. aa aa a. IS- a -. a. . a- a -a. aa a- a- a- a aa- a a. .. a. a- - .. aI 

市 五 日 
康 

蔵二．垣気舞舞洗一り舞事血遭a. a-．き「議ミ蒸舞舞舞導】』驚 
.aaa+sa・舞『日蓄鴛

-: NOU?Q#tiQ) 	 難鷺臨診査 
曹 を受けている乳幼児はこ遠慮トさい。 
曹 1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 
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私
た
ち
が

健
康
で
快
適

な
生
活
が
で
 

き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
は
社
会
福
祉
の

充
実
、
 

住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育

や
科
学
の
振
興
な
ど

幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
を
し
 

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な

費
用
の
多
く
は
、
私
た
ち
み

ん
な
が
社
会
共
通

の
経
費
と

し
て
分
担
し
、
出
し
合
っ
て

い
る
「
税
含
 
で

賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
私
た
ち
が

納
め
 

〇
住
宅
や
道
路
の
整
備
の
た

め
に
 

百
五
十
六
円
 

〇
教
育
と
科
学
技
術
の
振
興

の
た
め
に
 

百
六
円
 

〇
地
方
財
政
の
援
助
の
た
め

に
・…
：
百
七
十
三
円
 

〇
国
債
の
償
還
や
利
子
支
払

の
た
め
に
 
百

二
十
四
円
 

る
税
金
千
円
が
ど

の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
、
昭
和
五

十
五
年
度
の
国
の
一
般
会
計

予
算
で
説
明
す
る
と
、
 

o

私
た
ち

の
健
康
や
生
活
を

守
る
た
め
に
 

二
百
三
＋

一
円
 

〇
国
土
の
防
衛
 

の
た
め
に
 

五
十
二
円
 

o

そ
の
他
物
価
の
安

定
な
ど

の
た
め
に
 

百
五
十
八
円

と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の

生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
、
 

大
切
な
税
金
が
使
わ
れ

て
い

ま
す
。
 

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に
使
わ
れ
る
 

 

灘泰動産取得税（県税）の 

‘事事奪買‘子軽減と申告について 
■ 家を建てたり、家や土地を購入などしたとき、 

その評価額の 3％の不動産取得税という県税が課 

税になります。 

■ しかし、次のような住宅を建てたり（新築され

た住宅の購入も含みます。）その敷地を購入など

したときには、 

’住宅については10万 5千円 

●その敷地については 4万 5千円 

税額が軽減されます。 

  

①延床面積が165 m* (50坪）以下 

②1げ当たりの価格が8万7千円以下 

 

 

■ ただし・・・ 

この軽減は、住宅やその敷地を購入などした日

から60日以内に県税事務所に申告したときに限っ

て認められます。 

住宅を建てたり、その敷地を購入などした方は、 

忘れずに申告して下さい。 

 

0 アパートに住んでいた人などが自分で住むため

の中古の住宅やその敷地を購入したときなどにも、 

同じような軽減が受けられる制度もあります。 

 

―詳しくは、五所川原県税事務所へおたずね下さい― 

耳
の
不
自

由
な

方
へ
 

電
電
公
社
で

は
、
耳
の
不
自

由
な
人
達
に
・
自
由に
電
話
を
利

用
し
て
い
た
だ

く
た
め
難
聴
者

用
電
話
等
を
い
ろ
い
ろ

璽

冗
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
電
話

等
は
、
福
祉
向
上
用
と
し
て
開

発
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
料

金
も
割
安
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
種
類
と

概
要
等
を
ご
案
 

内
し
ま
す
。
 

▲
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
「

め
い
り

よ
う
」
 

一
 
通
常
の
電
話
機
よ
り
十
八

倍
程
度
大
き
く
聞
こ
え

ま
す
。
 

ニ
 
ボ
タ
ン

ー
つ
で
普
通
音
量

に
切
り
替
え
で
き

ま
す
。
 

三
 
相
手
の
声
を
四
段
階
に
音

量
調
節
で
き
ま
す
。
 

料
金
 

（
一
台
ご
と
に
）
 

郵
便
局
で
は
、
郵
便
物
を
正

確
に
早
く
配
達
す
る
た
め
努
力

し
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
、
住

宅
の
新
築
や
ア
パ
ー
ト
の
居
住
、
 

市
内
の
転
出
入
が
多
く
な
り
、
 

配
達
上
支
障
を
き
た
し
て
お
り

ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
①
転
居

届

②
表
札
の
掲
出
③
正
し

い
住
所

の
記
入
（
〇
〇
様
方
や
ア
パ

ー
 

ト
の
部
屋
番
号
を
含
め
）
④
郵
 
 

工
事
料
 
二
、

〇
〇
〇
円

使
用
料

（
月
額
）
 
一七
〇
円

▼
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
 
「ひ
び
き
」
 

二
級
の
重
度
な
難
聴
者
で

も
聞
け
ま
す
。
 

鼓
膜
が
な
く
て
も
内
耳
神

経
が
健
全
で
あ
れ
ば
頭
部
の
骨

を
振
動
さ
せ
て
聞
く
骨
伝
導
方

式
で
す
。
 

簡
単
な
ボ
タ

ン
操
作
で
通
 

常
電
話
に
切
り
替
え
で
き
ま
す
。
 

四
 
音
量
・
音
質
も

ス
イ
ッ
チ
 

・

ダ
イ
ヤ
ル
で
自
由
に
調
節
で

き
ま
す
。
 

料
金

（
一
台
ご
と
に
）
 

工
事
料
 

二
、
〇
〇
〇
円

使
用
料

（
月
額
）
九
〇
〇
円

囲
長
橋
局
二
八
一

〇
番
、
泉
重

五
郎
さ
ん
宅
に
第

一
号
が
設
置
 

便
受
箱
の
設
置
に

つ
い
て
ぜ
ひ
 

ご
協
カ
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
表
札
や
郵
便
受
箱
を
 

七
月
一
日
か
ら
暑
中
見
舞
は

が
き
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
 

今
年
の
意
匠
は
、
 
「
は
ま
な

す
」
 
と
「さ
る
と
り
い
ば
ら
」
 

の
二
種
類
で
す
が
、
例
年
好
評
 
 

さ
れ
ま
し
た
が
、
自
由
に
電
話
 

が
で
き
る
と
好
評
を
得
て
お
り
 

ま
す
。
 

▲
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
 

特
徴
及
び
用
途
 

電
話
の
ベ
ル
を
光

（
フ
ラ

ッ
シ
ュ
）
で
知
ら
せ
ま
す
。
 

耳
の
遠
い
人

・
聴
覚
障
害

等
で
ベ
ル
の
音
が
聞
き
と
り
に

く
い
人
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
 

工
場
等
騒
音
で
ベ
ル
の
音

が
聞
こ
え
な
い
場
所
で
も
よ
い
。
 

料
金

（
一
個
ご
と
に
）
 

工
事
料
 
二
、

五
〇
〇
円

使
用
料

（
月
額
）
二
〇
〇
円
 

お
申
込
み
・
お
間
い
合
せ
 

（
廿
④
二
〇
〇
〇
番

・
無
料
電
 

話
）
 

（五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

あ
た
か
も
郵
政
省
の
職
員
で
あ

る
か
の
よ
う
に
し

て
売
り
さ
ば

い
て
い
る
者
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

で
発
売
早

々
に
売
り
切
れ
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
、

夏
の
便
り
は
 

い
か
が
で
す
か
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

福
祉
用
電
話
の
お
勧
め
 

家
族
表
札
の
掲
出
を
 「暑

中
見
舞
は
が
き
」
発
売
 

（
 
 
広

報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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